



Examination of concept about participation in human rights education 
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て挙げたように、問題は現実の問題にどう参 ぐものJ(1 7) と定義され、 rw外への旅』は『内 57 
加していくかということなのだが、そうした への旅』でもあり、 2つの旅は、相互に補完




した後、自己と他者の差異による排除や差別 を指し、そうした世界について学ぶことは同 ff: 
が全く無くなってしまうわけで、はない。つま 時に、自己のものの見方、態度、行動パター ι? 
り、現実から切り取られたアクティビティの ンを批判的に検言寸せざるをえなくなる、とセ ;』 f
みを実践することは参加と公共的世界を構築 ノレビーは主張する。すなわち、セルビーは、 f f 
するとしづ点で、擬似的な参加にとどまる。 世界の現実の問題状況を学ぶことと、自己の
この点は、アクティビティの持つ構造的な聞 ものの見方、態度、行動パターンを批判的に と:
題点であると思われる。 問うことは相互に関連しあうものであると捉 ;; 
では、セルビーは社会の現実の問題を意識 え、そこへの参加を構想している。 51 
36 ぶ
していないのだろうか。セルビーは、子ども そのことに関連して、田中昌弥は「ワーク ミ2







従う静的な参加ではなく、世界を批判的に捉 献として挙げている:~Gl伽1Teache.;t， Gl伽 1 5: 
え、変革していくことを志向する動的な参加 Learner~ を確認すると、たとえば、「地域の
としてのトランスフォーマティブな参加の重 新聞調査jや fグ、ローパルな街歩きj といっ 3 
要性を主張しているのである。加えてセノレビ た調査型のアクティビティ ( ~0)を想定してい 議"
はー、 「現象やできごとを、ダイナミックに関 ると思われるミこうした調査型のアクティピ -iL:
連し合うことがらとしてとらえ、すべてのも ティを通して、自己の生活や地域のなかに網 遠!1! 
のは最終的に一実際には部分としてみるこ の目のように張りめぐらされれeた相互依存の関 立
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